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提出意見とそれに対する栃木県の考え方 
 

「第二期県立高等学校再編計画（案）」に対する意見募集を行った結果、地区別説明会での御発言

や御意見の提出も含め、３８４名の方から計４５５件の御意見を頂きました。貴重な御意見ありがと

うございました。 

    提出された御意見を十分検討の上、それに対する県の考え方を次のとおりまとめました。 

なお、類似の意見については、内容ごとにまとめさせていただきました。 

 

項 目 意 見 の 内 容 意見に対する考え方 

１ 全日制高校の規模と配置の適正化  

 (1)規模の特例

（特例校） 

[２３件] 

県の周縁部の学校をまずは特例校

としてでも残す案に賛成する。 

 

高校には、生徒同士の切磋琢磨など

を通して、確かな学力や豊かな人間性

等を育むことが求められています。そ

のため、本県では１学年４学級から８

学級を適正規模としました。 

一方で、地域を支える人材育成への

期待が高まっていることから、本計画

では、県の周縁部の一部の高校におい

て、適正規模未満でも特例校として維

持することとしました。 

なお、生徒の確保が困難になった場

合には、教育の質の向上を図る観点か

ら統合等について地元地域と十分に協

議し、その方向性を決めて参ります。 

  魅力と活力ある学校をつくってい

くためには、将来的には特例校の統

合はやむを得ない。 

 

  子どもの通学の問題や高校が地域

活性化へ果たす役割などを考慮し、

特例校を将来にわたり存続させてほ

しい。 

 

  特例校に対して、十分な予算措置

や施設の整備、教員の加配などの支

援をお願いしたい。 

各特例校に設置する学校運営協議会

の御意見も参考としながら、より一層

魅力ある学校となるよう支援に努めて

参ります。 

  スクールバスの導入や交通費の補

助など、市や県には通学しやすい環

境を整備してほしい。 

 

現在も一部の市町において、交通費

の補助などの支援を頂いているところ

ですが、今後とも、地域や学校、ＰＴ

Ａなどとも連携を図りながら、通学に

係る費用負担の軽減や利便性を高める

ための検討をして参ります。 

  学級定員を 40人から 30人や 35

人などに減ずることで学級数を維持

できないか。 

 

公立高校における教員数は、法律に

より、学級数ではなく全学年の生徒定

員の総数で決まることとなっていま

す。このため、生徒定員の総数減は、

教員数の削減となり、生徒同士の切磋

琢磨の機会の減少だけでなく、生徒の

多様なニーズに沿った科目の設置が困

難となるなど、教育の質の低下につな

がることから、学級定員削減による対

応は困難と考えています。 

  県の周縁部の子どもたちが県立高

校に行くチャンスを増やすために、

二次募集を行ってはどうか。 

 

本県では、全日制の特色選抜と一般

選抜、定時制、通信制の入学者選抜を

重ならない日程で実施することで県立

高校を複数回受検できる機会を確保し

ているところです。 
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  馬頭高校において、水産科だけで

なく、普通科でも全国募集をしてほ

しい。 

 

 

全国から生徒を集めるためには、学

校や学科の魅力と特色、そして、下宿

先など地域における受入体制の充実が

必要となります。地域とも連携を図り

ながら、全国募集の可能性について検

討して参ります。 

 (2)学校の統合  

 ○足利高校と

足利女子高

校の統合・

共学化 

[２９７件] 

統合に賛成である。進学校は６学

級程度が望ましい。魅力ある学校づ

くりを進め、他地区に負けない高校

にしてほしい。 

大学進学を目指す生徒が多い普通科

高校は、多様な進学希望に対応できる

教育課程を編成するために必要な、各

教科・科目の専門性に配慮した教員の

配置ができるよう、ある程度、大きな

学校規模の確保に努めることが必要と

考えています。 

足利高校と足利女子高校は、地域の

方々から、いわゆる進学校としての役

割を期待されていますが、今後、安足

地区の中学校卒業者数の減少、とりわ

け足利市内の女子の減少に伴い、両校

とも現在の５学級規模の維持は困難な

見込みです。そして、小規模化によ

り、各教科・科目の専門性に配慮した

教員の配置や、生徒同士の切磋琢磨等

の面で課題が生じ、進学校としての期

待に、十分に応えられなくなることが

懸念されます。 

これまで、両校は、地域の方々か

ら、別学校として培ってきた伝統や特

色、教育の成果などについて信頼を得

てきたところではありますが、将来を

担うこれからの子どもたちが、それぞ

れの進路希望を実現できるよう、より

望ましい教育環境づくりを進めること

が必要と判断し、両校を統合して、６

学級規模程度の学校規模を確保するこ

ととしましたので御理解願います。 

また、統合に当たっては、生徒の意

欲や能力を高め、進路実現を図る観点

から、興味･関心や進路希望等に応じ

た科目を選択し学習できる単位制を導

入するとともに、新校舎等を整備する

など、地域の期待に応える魅力と活力

ある学校づくりに努めて参ります。 

 学級減となれば教員数も減り、科

目ごとの専門性の高い教員の配置が

困難になる。統合により、全科目で

専門性の高い教員による授業を受け

られるようにしてほしい。 

  足利高校のスーパーサイエンスハ

イスクールの指定は、女子にとって

も魅力的である。各校の特色ある教

育が、性の違いによって受けられな

いことがないよう共学化してほし

い。 

  統合共学化は当然のことである。

高校生という多感な時期だからこ

そ、男女が共に過ごし、お互いを正

しく理解し合える環境とすべきであ

る。 

  少子化や男女共同参画社会の推進

など時代の流れを考えると、両校の

統合・共学化はやむを得ない。今を

生きる子どもたちがより良い高校生

活を送れることを優先してほしい。 

  伝統校の統合には反対である。伝

統の校歌や制服は足利女子高校卒業

生や生徒の誇りである。先輩方から

受け継いだ校風、歴史は何ものにも

代え難いものである。 

  男女別学校には、異性の目を気に

せず、何事にも集中できたり、個性

を発揮できたりするなどの良さがあ

る。 

  女子校における女子教育は、現代

社会においても大変重要である。ま

た、女子校で学ぶことにより、何事

も男性に頼らず自立心を持ち、たく

ましく成長できる。 

  安足地区から男女別学校の選択肢

が無くなってしまうのは問題であ

る。 
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  足利女子高校は定員割れをしてい

ないにもかかわらず、統合となるの

は理解できない。女子校のニーズは

今後も高いものと推測される。 

 

  「進学校は男女別学」という考えが

根強い地域である。統合・共学化する

ことで、他市や他県への流出に拍車

が掛かるのではないか。 

  両校を存続させるために、まずは

両校の魅力化を図るべきである。 

  両校を４学級で維持することはで

きないか。小規模化を前向きに捉え、

少人数教育を推進すべきである。 

  両校を維持したまま、教員が２校

を兼務し、行き来する仕組みは考え

られないか。 

 

専門性の高い教員が常駐できなくな

ることから、生徒の質問への対応や部

活動の指導の面などで課題が生じてし

まうほか、教員が生徒と向き合う時間

が減少するなど、生徒にとっても不利

益が生じるとともに、時間割の編成も

困難になると考えています。 

こうした様々な面で課題があること

から、実施は困難と考えています。 

  統合しても、男子部、女子部とし

て男女を分けられないか。 

男子部、女子部とするため、男女別

募集とした場合は、入試において男女

で合格ラインが異なる不公平が生じて

しまいます。また、男女一括募集とし

た場合は入学者数が必ずしも男女均等

にならないため、毎年、男女別にクラ

ス編成することは困難になります。さ

らに、２・３年次に進路希望別でクラ

ス編成する際にも支障が生じると考え

ています。 

こうした様々な面で課題があること

から、実施は困難と考えており、全国

的にも男子部、女子部に分けている公

立高校はありません。 

  両校とも伝統ある学校であり、統

合後も各校の伝統の存続を望む。 

今後、同窓会を含む両校の学校関係

者や地域の関係者などで組織する新校

設立準備委員会において、伝統や校風

など学校の尊厳に対して十分に配慮し

ながら、特色ある教育活動や、校名、

校歌、制服、学校行事など、新しい学

校づくりについて検討して参ります。 

  統合校では、両校の伝統を尊重し

ながらも、入学した生徒達が更に自

分達で新しい伝統、校風をつくって

いってほしい。男女共にリーダーシ

ップを取れる校風になると良い。 

  足利女子高校の制服だけは残して

ほしい。統合にあたり、一番譲れな

い条件である。 
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  統合新校の制服は、昔の制服にこ

だわらず、無くすことも含め、新し

くすることを望む。 

 

  烏山高校と烏山女子高校の統合時

の問題点や良かった点についても踏

まえてほしい。 

 

烏山高校と烏山女子高校の統合のよ

うに、両校の２・３年生が統合新校に

合流しない場合は、一方の高校では、

１年生が入学してこないため、年々、

生徒数が減少し、教員数も減少してし

まいます。 

一斉統合することで、そうした課題

を解消できるほか、上級生に男子と女

子がいるので、新入生も男女を問わず

入学しやすくなったり、両校の伝統を

より継承しながら新たな学校づくりを

進めていけたりする利点もあると考え

ています。 

統合前から、学校行事や部活動等、

様々な場面で交流の機会をつくるとと

もに、統合後も、できるだけ落ち着い

た学校生活が送れるよう、教室配置等

に留意して参りますので、御理解願い

ます。 

  統合時に両校の２・３年生も一斉

統合をするということであり、在学

中に色々な変化を経験することに保

護者として不安がある。 

  校舎の老朽化が進んでいるのであ

れば、新築した方が良い。 
現在の両校の校舎は、老朽化が進ん

でいることに加え、６学級規模程度の

単位制高校に必要な教室数等を確保で

きないことなどから、新校舎等を整備

することとしました。 

  新校舎を建設するのは費用の無駄

である。今のままで良い。建設の

間、足利高校に設置する仮校舎や女

子トイレも無駄になる。 

  新校舎は、足利女子高校の敷地で

はなく、もっと交通の便の良い駅の

近くにした方が良い。 

 

駅付近の交通至便地に、高校設置に

必要なまとまった土地を新たに確保す

ることは極めて困難と考えています。 

このため、新校舎等を整備する場所

は、交通の利便性等を考慮し、足利女

子高校の校地としたところです。 

また、平成 34年度の統合までに新

校舎等を整備するためには、生徒が学

校にいながら工事を進める必要があり

ますが、運動場が使えなくなり、体育

や部活動等に支障が生じるほか、工事

中の騒音や安全面等で課題がありま

す。 

したがって、統合当初は足利高校の

校舎を使用し、その間に足利女子高校

の校地において新校舎等の整備を進

め、平成 36 年度以降、新校舎等の落

成後に、移転する計画としましたので

御理解願います。 

  新校舎は利便性を一番に考えると

足利女子高校が良い。 

 

  新校舎完成までの間、足利高校の

校舎を使用するとのことだが、その

間、生徒も集まらないのではない

か。 

 

  新校の生徒に負担が掛からないよ

う、新校舎は平成 34 年度の統合ま

でに整備すべきである。 
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  足利女子高校の狭い敷地で男女が

共に勉学や運動を行うのは無理であ

る。 

足利女子高校の校地において、より

広い運動場を確保できるよう、新校舎

の配置等を検討して参ります。 

また、足利高校の運動場や体育館も

使用することから、移動の負担はあり

ますが、男女の部活動が余裕のあるス

ペースで実施できると考えています。 

  統合した場合、両校の敷地を上手

く活用してほしい。 

  統合後、足利高校の校庭を部活動

等で利用する計画だが、時間効率の

面で課題がある。 

  少子化で高校の定員割れが問題と

なり学校の統合が必要なのであれ

ば、歴史の浅い高校から整理すれば

良い。 

 

現在、足利市内には全日制高校が５

校ありますが、学科や卒業生の進路状

況などに、それぞれ特長があります。 

足利高校や足利女子高校は、大学等

への進学者が大半を占めていますが、

足利工業高校や足利清風高校の商業科

は就職者の割合が高い状況です。ま

た、足利清風高校の普通科や足利南高

校では、大学等への進学者だけでな

く、専門学校等への進学者や就職者な

ど多様な進路になっています。こうし

た進路状況等を踏まえ、足利南高校は

多様な科目から選択して学べる総合学

科、足利清風高校は普通科でも商業科

目を学べる総合選択制高校という特色

ある学校・学科としています。 

安足地区における学校の統合に当た

っては、こうした各校の特長を踏ま

え、生徒の多様化への対応の観点も考

慮して、学科や卒業生の進路状況にお

いて同様の特長を持つ足利高校と足利

女子高校を統合することとしましたの

で御理解願います。 

  定員割れをしている足利高校が足

利清風高校や足利工業高校と統合す

れば良い。 

 

  統合については、十分な議論が必

要である。県全体や地元、将来の子

どもたちのことを考え、話し合いを

重ねてほしい。 

これまでも地区別説明会や保護者説

明会のほか、関係市町・団体等への個

別の説明などを通じて、理解促進と意

見聴取に努めてきたところです。 

今後とも、あらゆる機会を通して、

県民の皆さまの理解と協力が得られる

よう取り組んで参ります。 
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 (3)男女別学校の共学化  

 ①共学化全般 

[５件] 

男女共学化に賛成である。小学

校、中学校のように共学で学ぶこと

が最も自然である。推進してほし

い。 

男女別学校の共学化については、共

学の考え方に賛成する県民世論だけで

なく、共学校と別学校の共存を望む県

民世論にも配慮する必要があると考え

ています。 

また、それぞれの別学校が置かれて

いる状況は様々であり、全ての別学校

を一律に共学化することには課題があ

ると考えています。このため、第二期

計画においては、各高校や地域の実情

等に応じて共学化を行うこととしまし

た。 

  男女別学校の共学化は、寂しい限

りだが、時代の流れで仕方がない。 

  男女別学校には、別学校にしかな

い伝統、校風、文化がある。別学校

も存在して良い。 

  共学化ありきの方向性には危惧す

る。共学校、別学校、中高一貫教育校、

特例校、定時制など、多様な選択肢が

あることを願う。県としては、将来的

に全校共学化とする構想なのか。 

  別学校を共学化しても、在籍者の

男女比に片寄りが生じるのではない

か。 

 

共学校では、学校や学科の特色など

により在籍者の男女比に片寄りが生じ

る場合もありますが、公平な入試の結

果であり、特に課題はないものと考え

ています。 

 ②宇都宮中央

女子高校の

共学化 

[３１件] 

宇都宮地区の男女別募集定員の片

寄りが是正されることになり非常に

良かった。今まで放置されてきたこ

との方が問題である。 

宇都宮地区は、男子校１校に対し、

女子校が２校あり、男女別募集定員に

片寄りが生じており、平成 27年度の

有識者会議から「宇都宮など男女別募

集定員の比率に片寄りのある地域は、

そのバランスを整えることが必要」と

の提言を頂いたほか、県民の皆さまか

らの意見募集等においても片寄りの是

正を求める意見を頂きました。 

また、有識者会議からは、大学進学

を目指す生徒が多い高校については、

進路希望等に応じた多様な科目の開設

や学習習熟度別少人数授業の充実が可

能となる単位制を導入することが望ま

しいとの提言も頂きました。 

これらの提言や意見を踏まえ、宇都

宮中央女子高校を共学化するととも

に、単位制を導入することとしまし

た。 

共学化及び単位制の導入に当たって

は、これまで培ってきた伝統や特色、

教育の成果を十分に継承しながら、魅

力と活力ある学校づくりに努めて参り

たいと考えています。 

  共学化に賛成である。宇都宮市

に、男子校、女子校、中高一貫教育

校と並ぶ、共学のトップ進学校が必

要である。 

  母校が無くなるようで寂しいが、

共学化も時代の流れと考える。本県

一の共学校となるよう、県を挙げて

学校を応援してほしい。 

  伝統は引き継ぐだけでなく、新た

につくり続けるものである。宇都宮

中央女子高校もこれまでの良き伝統

を踏襲しながら共学化という現代の

ニーズに適合すれば更なる発展が期

待できる。 

  宇都宮地区の男女別募集定員の片

寄りの是正については必要ない。現

在では、学区も廃止されており、選

択の自由は十分に確保されている。

また、私立高校もたくさんある。 

  伝統校の再編には反対である。再

編してしまえば、新たに出来る学校

は伝統校では無くなってしまう。 
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  男女別学校の方が勉強に集中でき

る環境であるのは明らかである。ま

た、女子校の共学化により、女性リ

ーダー育成など女子の人間形成の場

が無くなるのではないか。 

 

  男女別募集定員の片寄りを是正す

るために、宇都宮東高校を男子校に

戻したり、新たに男子校をつくった

りしてはどうか。 

 

宇都宮東高校は中高一貫教育を行う

特色ある学校であることから、男女に

入学の機会がある共学が望ましいと考

えています。 

また、生徒数の減少が見込まれてい

る中、新たに男子校を設置することは

困難と考えています。 

共学校を男女別募集とし、男子の定

員を増やすことについては、女子の不

公平感が高まることが懸念されるほ

か、入試において男女で合格ラインが

異なる不公平も生じるなど課題が多く

困難と考えています。 

  共学校を男女別募集とし、男子の

募集定員を増やすことによって、男

女別募集定員の片寄りを是正できな

いか。 

  共学化は良いが、男女共に活発に

部活動等を行える運動場や体育館は

確保できるのか。 

 

宇都宮中央女子高校より運動場が狭

い共学校が 13校ありますが、各校と

も男女の屋外運動部が、練習方法等を

工夫しながら活動しています。また、

多くの共学校では宇都宮中央女子高校

と同じ体育館２棟で男女の屋内運動部

が活動しています。 

これらのことから、宇都宮中央女子

高校においても、男女の部活動への対

応は可能と考えています。 

  宇都宮地区には宇都宮女子高校も

あるが、なぜ、宇都宮中央女子高校

が共学化に選ばれたのか選定基準が

分からない。 

共学化に必要な運動場の面積や県民

の皆様などから頂いた御意見等を参考

として、宇都宮中央女子高校を選定し

ました。 

  共学化をすると、校舎や校庭の改

修が必要となり、財政的な負担も大

きい。 

男子トイレや武道場など共学化に伴

い必要となる整備を行うものであり、

御理解願います。 

  共学化した新校の校名などは、ど

のように決まるのか。 

新校の校名や校章、校歌、制服など

については、同窓会を含む学校関係者

や地域の関係者などで組織する新校設

立準備委員会において検討して参りま

す。 

  宇都宮中央女子高校は校名を何度

も変更しているため、「中央」という

名前は残してほしい。 

  宇都宮中央女子高校の特色である

総合家庭科を今後も存続させてほし

い。 

 

 

 

 

 

総合家庭科については、共学化後も

引き続き設置します。 



- 8 - 
 

 (4)学科の構成

と配置の適

正化 

[１５件] 

普通系学科と職業系専門学科の比

率を７：３で維持することについて

十分理解できる。 

 

普通系学科と職業系専門学科の募集

定員の割合については、中学生の進路

希望が７：３である状況等から判断し、

引き続き現在の７：３を概ね維持して

参ります。 

  職業系専門高校においては、より

専門性のある学校となるよう期待す

る。 

 

職業系専門高校においては、産業界

のニーズの変化に対応した実践的な教

育を通して、専門的知識や技能の基礎

を身に付けさせていくことが重要であ

り、学校間、学科間の連携や企業等と

の連携の推進を図るなど、教育内容の

更なる充実に努めて参ります。 

  少子化の流れの中で、職業系専門

学科の統合や改編は仕方がない。 

 

職業系専門学科の改編や閉科につい

ては、中学生の進路希望状況や地域の

ニーズ、通学圏に配慮しながら行って

参ります。また、その際、コース制の導

入や選択科目を設置することで、引き

続き、生徒や地域の多様なニーズに対

応して参ります。 

  足利清風高校の情報処理科を閉科

することは、地域の中学生の選択肢

を狭めることになる。 

  小山城南高校の福祉系列を充実さ

せた場合、総合学科の特色やバラン

スが崩れる心配がある。また、男子の

入学者が減少する可能性がある。 

現在、下都賀地区には福祉科が設置

されていませんが、小山城南高校の福

祉系列を充実させることで、基礎的な

知識・技能の修得とともに「介護職員

初任者研修修了資格」の取得により介

護人材の育成も図って参ります。 

また、福祉系列の充実と併せ、全ての

系列の見直しも図ることで、男女を問

わず、子どもたちや地域の多様なニー

ズに応えられる魅力ある学校づくりを

進めて参ります。 

  今市高校の総合学科を普通科へ戻

してほしい。地元の保護者には普通

科のニーズがある。 

 

今市高校の総合学科では、人文･社会

系列や自然科学系列も設置され、主体

的な科目の選択により普通科と同様、

又はそれ以上に進路目標の実現に適し

た科目選択が可能となっています。そ

の他にも情報や商業、家庭や保育、芸

術など 100 科目にも及ぶ多彩な科目が

用意され、多様な生徒のニーズに対応

しています。 

このような総合学科の特色につい

て、中学生やその保護者、地域の方々

の理解が促進されるよう、更なる情報

発信に努めて参ります。 

  今市高校の総合学科は中学生にと

って魅力的であるので、総合学科の

まま維持してほしい。 

  宇都宮北高校の普通科の一部を国

際科に転換し特色化を図ってはどう

か。 

今後の教育施策を検討する際の参考

とさせていただきます。 

 

  小山高校の数理科学科は、総合学

科へ転換すべきである。 

  真岡北陵高校の農業機械科は、他

科へ転換するか、廃止すべきである。 
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  小山南高校のスポーツ科は、１学

級に減らし、福祉系の学科へ転換す

べきである。 
 

  高根沢高校の商業科は、学級減を

して福祉系の学科へ転換すべきであ

る。 

  足利女子高校の家政科を復活させ

てほしい。 

職業系専門学科の設置については、

その学習機会が確保されるよう通学圏

にも配慮しながら全県的な視点で配置

しています。安足地区において家庭科

は、佐野松桜高校に設置しています。 

２ 特色化の推進  

 (1)単位制高校 

[１９件] 

単位制は少人数指導や選択科目の

幅が拡大するなど魅力的な制度であ

り、積極的に導入してほしい。 

単位制の導入に伴い、教員が加配さ

れるため、学年制よりも生徒の興味・

関心や進路希望等に応じた多様な科目

の開設や、学習習熟度別少人数学習の

充実が可能となります。そうした個に

応じたきめ細かな教育活動の展開が、

生徒一人一人の進路目標の実現につな

がると考えています。 

 

  他県の単位制の例を見ても、クラ

スや学年、必修科目や選択科目があ

り、学年制と変わらない。単位制を

導入するメリットはないのではない

か。 

  単位制の導入で進学実績が伸びる

のか疑問である。 

  単位制において、生徒が進路目標

に応じた科目を選択するのは困難な

のではないか。科目が極端に片寄る

おそれもある。高校時代には、高校生

として必要な知識を幅広く学ぶべき

である。 

生徒ができるだけ早期に目的意識を

明確化し、適切な科目選択ができるよ

う、ガイダンス機能を充実して参りま

す。 

  単位制ではクラスという概念がな

く、授業ごとに教室が変わるなど、

長い時間を一緒に過ごす友達が出来

にくい環境である。コミュニケーシ

ョンの面で不安である。 

 

単位制高校においても、ホームルー

ムを設置し、クラス担任による計画

的、継続的な指導、援助のもと、集団

での活動を通し、望ましい人間関係の

形成や社会性の涵養に努めて参りま

す。 

  馬頭高校の単位制は、多様な学び

に重点とあるが、進学のニーズもあ

るのではないか。 

多様な学びに重点を置いた単位制高

校では、大学等への進学から就職ま

で、幅広い進路にも対応できる教育課

程を編成して参ります。 

 (2)コミュニテ

ィ･スクール 

[７件] 

コミュニティ･スクールにおいて

は、魅力ある学科の設立や地域の特

性を生かすために地域住民の意見が

重要である。 

コミュニティ・スクールにおいて

は、地域住民や保護者などを学校運営

協議会の委員とし、その意見を学校運

営や教育活動に反映させるとともに、

地域の教育力を積極的に活用しなが

ら、地域ならではの創意や工夫を生か

した特色ある学校づくりを進めて参り

ます。 

委員の方々には、コミュニティ・ス

クールについての理解を深めていただ

けるよう研修会や先進校の視察などの

機会を設けたいと考えています。 

  コミュニティ･スクールについて

の理解を深めるため、委員の研修等

が必要である。 
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  中学生の高校選択の参考となるよ

う、学校運営に関する方向性を早い

段階で示す必要がある。 

 

各校の協議会おいて学校運営の基本

方針が承認された後、速やかに学校の

特色等について広報できるよう努めて

参ります。 

 (3)その他 

[２件] 

「学び直し」を一層充実させるな

ど、特色ある学校づくりを進めてほ

しい。 

 

生徒一人一人の学ぶ意欲や目的意識

を高め、個性や能力の一層の伸長を図

るため、生徒の多様な学習ニーズに対

応した学習選択肢を提供するなど、各

校の特色化を推進して参ります。 

 周辺部の高校に中高一貫教育校を

導入し、生徒の都市部への流出を食

い止められないか。 

 

新たな中高一貫教育校の設置につい

ては、生徒数が減少していく中で、県

立中学校の新設が他の公私立中学校に

与える影響などを考慮し、第二期計画

では行わないこととしています。 

３ 定時制・通信制の規模と配置の適正化  

 (1)定時制高校 

[９件] 

定時制の再編では、３年で卒業で

きる制度を導入するなど高校の魅力

化が図られている。 

定時制は、より柔軟な学習時間帯と

するなど、多様な生徒のニーズに応え

られる学習環境の整備や社会的自立に

向けた支援の充実に努めて参ります。   午後部の設置や夕夜間定時制な

ど、定時制高校の思い切った転換

は、不登校などの問題を抱える子ど

もを持つ保護者にとって大いに受け

入れられる。 

  県北地域の定時制の記載がない

が、昼夜間定時制の設置など、再編

が必要ではないか。 

 

県北地区の２校の夜間定時制におい

ては、専用教室の確保の面などで課題

があるため、第二期計画では、現状維

持としていますが、引き続き、全日制

の施設や教室、他の県有施設などの使

用状況を踏まえるとともに、生徒のニ

ーズや通学圏を考慮しながら、定時制

の規模や配置の適正化と併せて、午後

と夜間に授業を行う二部制定時制など

多様な生徒のニーズに応えられる教育

環境の整備について検討して参りま

す。 

  定時制の専用教室の確保は喫緊の

課題であり、他の県有施設の活用な

ども含め、何らかの方法で確保して

ほしい。 

 

  職業系専門高校の定時制を普通科

に改編するなら、普通科高校に移設

してはどうか。 

職業系専門高校の定時制２校を普通

科に転換するとともに、工業や商業な

ど職業に関する科目も開設することと

しましたが、その際、引き続き、職業系

専門高校に併置することで、商業や工

業などの施設設備を有効活用し、より

一層、効果的な教育活動が実施できる

と考えています。 

 (2)通信制高校 

[２件] 

周辺地域の高校に、空き教室を利

用するなどして、通信制を設置でき

ないか。 

 

通信制高校については、スクーリン

グ等に通学しやすい環境となるよう学

校の配置や協力校の設置などについて

研究を進めて参ります。 
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４ 計画の策定に

ついて 

[２１件] 

計画の策定に至るまでのプロセス

が不透明かつ性急過ぎるように感じ

る。 

 

再編計画を策定するに当たっては、

有識者による「県立高校再編に関する

検討会議」を設置し、平成 26年度に

第一期再編計画の成果と課題について

検証を行っていただくとともに、27

年度には、その結果や全国の状況等も

参考としながら、本県における今後の

望ましい県立高校の在り方について提

言を取りまとめていただきました。 

県教育委員会では、男女共学・別学

についての県政世論調査や中学生、高

校生及びその保護者へのアンケート調

査を実施したほか、28年度には、県

民意見の募集と併せ、「高校再編県民

フォーラム」を開催し、直接意見交換

を行いました。また、全ての県立高校

及び市町等を訪問し、意見の聴取に努

めて参りました。そして、提言ととも

に、頂いた御意見も参考としながら検

討を重ね、本年７月に、「第二期県立

高等学校再編計画（案）」を公表しま

した。 

計画（案）公表後も、旧学区ごとに

説明会を実施し県民の皆さまと意見交

換を行ったほか、パブリック・コメン

ト制度による意見募集、さらには、小

中学生の保護者向け説明会や関係団体

との意見交換なども行って参りまし

た。 

計画決定後も、計画普及用のリーフ

レットを作成し配布するほか、要望に

応じ個別に説明会を開催するなどし

て、計画内容を広く県民の皆さまに御

理解いただけるよう努めて参ります。 

 第二期計画は、第一期の計画の評

価、検証を十分に行ってから、策定

すべきである。 

 

 計画策定の際は、他県の状況も注

視しながら、広く議論を重ねていく

姿勢を堅持してほしい。 

 

 計画を策定するに当たり、他県や

全国と比べることなく、栃木県独自

の姿を見せてほしい。 

 

 一番の当事者である地域の高校

生、中学生、中学の教員の意見を大

事にすべきである。 

 

 地区別説明会の周知期間が短く、

回数も少なかったのではないか。計

画案の説明を聞きたい保護者は多く

いると思う。 

 

 

 人口減少が大きな問題であること

を実感してもらい、高校再編の必要

性をもっと訴えて納得を得る努力を

してほしい。 

５ その他 

[２４件] 

本県の教育の質を高めるために全

力を尽くしてほしい。 

 

第二期再編計画に基づき、魅力と活

力ある県立高校づくりを進めるなど、

本県教育行政の基本方向を示す「栃木

県教育振興基本計画2020－教育ビジョ

ンとちぎ－」に掲げた基本理念や基本

目標の実現を目指し、市町教育委員会

をはじめとする教育関係者はもとよ

り、県民の皆さまの御理解と御協力を

頂きながら、とちぎの教育の更なる充

実に努めて参ります。 
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 進学実績を向上させるために、教

員の質を高めるとともに、熱意のあ

る教員を配置してほしい。 

 

「学び続ける教員」を目指し、教職経

験年数に応じた研修の更なる充実・改

善を図るなど、実践的指導力の向上に

努めて参ります。 

また、教員の養成・採用・研修に一体

的に取り組むことにより、本県教員の

資質・能力の向上に努めるとともに適

材を適所に配置するよう努めて参りま

す。 

 県は、教育にもっと予算を掛ける

べきである。 

時代の要請や生徒の多様な学習ニー

ズに沿った教育環境の質的向上が図れ

るよう、教育予算の確保については、

今後とも努力して参ります。 

 今回の再編を機に、施設･設備の整

備も行ってほしい。 

再編を行う上で必要な予算の確保に

ついては、今後とも努力して参ります。 

 閉校となった高校の施設をうまく

利活用してほしい。 

閉校となった高校の施設について

は、跡地の利活用を希望した地元市町

に譲渡しているところです。 

譲渡を受けた地元市町においては、

施設を利活用するほか、跡地開発を行

うなど、有効に活用していただいてい

ます。 

 統合校の記念展示会や、校歌を披

露する行事の開催、記念本の製作な

どを行ってほしい。 

これまでの統合においても、閉校記

念誌の発行や、新校に旧校の資料を展

示する資料室の設置をしています。 

今後も、同窓生らが母校の歴史を振

り返られるようにするとともに、新校

の生徒らがその歴史と伝統の継承者と

しての意識高揚が図れるよう努めて参

ります。 

 公立高校の定員削減だけでなく、

私立高校の定員削減も行う必要があ

るのではないか。 

 

私立高校の募集定員については、各

校が独自に定めており、教育委員会の

所管外となります。 

今後も、公立高校と私立高校で双方

の特長を発揮しながら協調と競争のも

とで切磋琢磨し、本県の高校教育の一

層の充実を図って参ります。 

 


